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研究成果の概要（和文）：2015年度より愛媛県内の中高齢者を対象とした「愛大コーホート研究」を開始した。
2023年度末までに10376名にベースライン調査に参加いただいた。質問調査票による情報収集に加え、研究用健
診を実施して、口腔内、及び全身の健康状態について、客観的な情報を収集している。これらのデータを活用し
た解析で、残存歯数の減少は、難聴有症率と正の関連があった。また、女性においてのみ、舌圧と軽度認知機能
障害有症率との間に負の関連があることがわかった。今後もベースライン調査のデータを活用して、口腔内状況
と様々な健康問題との関連について解析を進める。また、追跡調査を継続する。

研究成果の概要（英文）：The Aidai Cohort Study (AICOS) is an ongoing prospective cohort study in 
Japan. We enrolled 10376 participants aged 20-95 years until March in 2024. At the baseline survey, 
using a self-administered questionnaire, information on various lifestyle factors such as smoking, 
drinking, and physical activity was collected. In addition, we performed health examinations.  
We found that higher number of teeth was associated with decreased prevalence of hearing impairment.
 Among women, but not men, tongue strength was associated with lower prevalence of mild cognitive 
impairment. Further studies are needed to clarify the causality of the observed associations.

研究分野： 医歯薬学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　口腔内の健康状態が全身の健康へ与える影響について、日本人を対象としたエビデンスは、あまり多くはな
い。愛大コーホート研究では、口腔の健康に関する情報を詳細に収集しており、全身疾患との関連について、多
くのエビデンスの産出が期待できる。今回、コーホート研究の一部の対象者のデータを活用した解析結果から、
喪失歯の減少によって、難聴を予防できる可能性や、口腔機能の一つである咬合力を保つことにより、軽度認知
機能障害を予防できる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1．研究開始当初の背景 
 歯周病は最もありふれた生活習慣病の一つである。歯科疾患実態調査（2016 年）によると、
40 歳以上の日本人で 4mm 以上の歯周ポケットを有する者の割合は半数を超えている。長い間、
歯周病は口腔内に限局した局所の炎症性疾患と考えられていたが、1989 年に歯周病は急性心筋
梗塞や脳梗塞のリスクを高めることが示され（Mattila et al. Br Med J, 1989; Syrjänen et al. J Inter 
Med, 1989）、歯周病が全身疾患のリスク要因となる可能性が示唆された。このエビデンスを発
端として、歯周病と全身疾患との関連に関する疫学研究が進展してきた。現在、歯周病がリスク
要因と示唆されている健康問題として、心血管疾患、糖尿病、慢性閉塞性肺疾患、骨粗鬆症、肺
癌、大腸直腸癌、乳癌等がある。歯周病を予防することで、これらのより重篤な全身疾患を予防
できる可能性がある。 
 他の生活習慣病と比較すると、歯周病の世界的な有症率は 20～50％と非常に高いにも関わら
ず、歯周病発症と関連する要因に関する疫学研究は非常に少ない。現時点で、歯周病との関連が
確定的であると広く受け入れられている要因は、喫煙、飲酒、ストレス、肥満、歯科保健行動、
社会経済要因等、数える程度である。近年、遺伝要因と歯周病との関連も指摘されている。環境
要因と遺伝要因との交互作用を解明し、個々人に応じた歯周病を含めた口腔疾患の予防方法を
確立する必要がある。 
 
2．研究の目的 
 本研究では、大規模な前向きコーホート研究である「愛大コーホート研究」のデータを活用し、
中高齢者における歯周病や歯牙喪失、口腔機能低下と関連するリスク要因や予防要因の解明お
よび、口腔疾患が全身の健康へ与える影響について明らかにする。 
 2015 年度より、愛媛県内在住の中高齢者を対象として「愛大コーホート研究」を実施してい
る。2022 年度までに、愛媛県内 19 市町において調査を実施し、2023 年度末で、最終的にベー
スライン調査参加者は 10376 名となった。ベースライン調査では、自記式の質問調査票（約 70
ページ）を用いて、生活習慣・生活環境に関して、詳細な情報を得た。質問調査票は、2021 年
度に WEB 版も開発した。質問調査票による情報収集に加え、協力医療機関にて、血圧測定及び、
採血を実施した。さらに、研究用健診を実施して、健康状態に関する客観的な情報を得た。図 1
に、情報収集の概念図を示す。 
 これらの情報
を活用し、種々
の環境要因と口
腔疾患との関連
についての解析
や、全身疾患と
の関連について
解析を行う。 図 1 愛大コーホート研究の情報収集概念図 



 
3．研究の方法 
（1）ベースライン調査の概要 
 市町が実施する特定健診やがん検診（集団）受診者のうち、説明の同意の得られた者を対象に、
愛大コーホート研究の概略の説明を実施し、調査キット（質問調査票、同意書、提出用封筒）を
手渡した。対象者は自宅で質問調査票に回答し、回答済みの質問調査票と同意書を研究事務局に
提出した。事務局にて質問調査票を確認し、記入漏れや齟齬のある回答については、電話、FAX、
メールで対象者に問い合わせ、欠損データを極力なくした。別途、研究参加者には、研究用健診
を受診いただき、口腔内観察を含め、客観的な健康状態の情報を得た。 
 
（2）調査内容 
 質問調査票により、家族構成、居住環境、体重変化、職歴、喫煙、受動喫煙、飲酒状況、主観
的健康感、運動習慣、睡眠習慣、排便状況、COPD、アレルギー、歯科保健行動、服薬状況、既
往歴、家族歴、学歴、家計の年収等、生活習慣・生活環境に関する詳細な情報を得た。栄養摂取
状況は、妥当性の検証された半定量食事摂取頻度調査票を用いて、栄養摂取の情報を得ており、
対象者の 1 日あたりの摂取量を把握することができる。研究用健診では、口腔内観察を行い、残
存歯数、補綴及び保存処置の状況、歯周ポケット測定、嚥下機能評価、口腔内水分測定を実施し、
歯科に関する客観的な情報を得ると同時に、身長、体重、体組成検査、体力測定、認知機能検査、
聴力検査等を実施した。また、協力医療機関もしくは研究用健診時に、血圧測定と採血を実施し
た。 
 
4．研究成果 
 2023 年度末までに、ベースライン調査に 10376 名が参加した。このうち、データベースの構
築が完了している 1145 名（36-84 歳）を解析対象候補者とした。 
 
（1）残存歯数と難聴との関連 
 データ欠損のある者、聴力平均の左右差
が 20 dB を超える者を除き、最終的に 1004
名を解析対象者とした。口腔内診査を実施
し、客観的な残存歯数の情報を得た。残存歯
数は、概ね四分位（28 歯、26-28 歯未満、
22-26 歯未満、22 歯未満）して解析に用い
た。聞こえの良い方の耳で、0.5、1、2、4kHz
の聴力レベルの平均が 25 dB を超える場合
老人性難聴と定義した。交絡因子として年
齢、性別、喫煙、余暇運動、高血圧、脂質異
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図 2 残存歯と難聴との関連 



常症、糖尿病、うつ既往、BMI、腹囲、職業、教育歴、家計の年収を補正した。 
 難聴の有症率は、24.8％（249 名）であった。残存歯 28 本に比較して、26-28 歯未満、22-26
歯未満、22 歯未満の調整済みオッズ比（95％CI）は、それぞれ 1.41（0.85-2.38）、1.51（0.90-
2.57）、及び 1.96（1.18-3.30）であった。また、傾向性の P 値は 0.01 と有意な量―反応関係を
認めた。 
 
（2）舌圧と軽度認知機能障害との関連 
 データ欠損の有る者、MMSE24 点未満の者を除き、最終的に 1025 名（男性 369 名、女性 656
名）を解析対象者とした。舌圧は、JMS 舌圧測定機を用いた。舌圧の分布に基づき、男女別に概
ね三分位して解析に用いた。日本語版 MoCA で 26 点未満を軽度認知機能障害と定義した。年
齢、喫煙、飲酒、余暇運動、高血圧、脂質異常症、糖尿病、うつ既往、残存歯数、職業、教育歴、
家計の年収を補正した。 
 男性では、舌圧と軽度認知機能障害との間に統計学的に有意な関連は認めなかった。一方、女
性では、舌圧の軽度認知機能障害有症率との間には、負の関連を認めた。第 1 三分位に比較して
第 3 分位の調整済みオッズ比（95％CI）は、0.56(0.38-0.89)であった。また、傾向性 P 値も 0.01
と有意な負の量ー反応関係を認めた。 
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